
　平成２３年６月１日（水）の丸市尾地区に続き、６月１０日（金）に野々河内、森崎、葛
原、波当津地区において、地区と東九州道の請負工事業者による｢災害時の支援・協力に関す
る協定書｣の調印式が行われました。
　この協定は、地震・津波及び集中豪雨等による災害発生時において、各地区で工事を行う請
負業者が、その地区に対して支援や協力することを目的としたものです。支援や協力の内容と
しては、避難場所（本線盛土上やトンネル内など）の提供、土砂崩壊等の復旧に対する重機や
車輌の提供、避難場所までの誘導看板の設置などで、協定の期間は、協定締結から各々の工事
の工期末までです。
　この協定により、東九州道沿線の蒲江５地区を９つの業者で支援する体制が確立し、地域防
災に対する安全・安心の向上が期待されます。

　平成２３年３月１３日(日)、佐伯市蒲
江大字野々河内地区の秋葉山において、
植樹祭があり、ソメイヨシノ、ヒガンザ
クラなど６種類の苗木１８０本とツツジ
２４０本が植樹されました。
　秋葉山への桜の植樹は、野々河内地区
住民が東九州道の蒲江～県境間の完成に
向け地域を盛り上げるために「さくらの
会」に申請し実現したものです。
　当日は佐伯市副市長、森林組合長、国
土交通省の他、地元住民や東九州道の工
事業者、関係者など約１００名が植樹祭
に参加しました。
　現在、蒲江ＩＣ（仮称）の沿線でも景
観に配慮し、桜の木を４本植樹していま
すが、今後もさらに、蒲江ＩＣ周辺を中
心に桜などの植樹が増えていくことが期
待されます！

　平成２３年５月２０日(金)、波当津地区の現場において、地区の住民の方を対象とした現場見学会
を開催し、地区内の６工事(トンネル工事など)の進捗状況などを見学していただきました。
　また、今回、波当津地区安全協議会によって設置された「現場見学所(ウッドデッキ)」を皆さんに
お披露目！　この施設は、現場が一望できるとともに、ベンチも設置したことで、「お弁当を持って
きてここで食べたい」などの声も聞かれるなど大好評でした。また、設置にあたっては地元の大工さ
んに協力して頂き、地域と連携したウッドデッキができました。

↑葛原ﾄﾝﾈﾙ南にて ←↑波当津地区のウッドデッキ
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▲野々河内・森崎地区区長と施工業者

▲葛原区長と施工業者

▲丸市尾地区区長と施工業者

心強い!

▲波当津地区区長と施工業者



佐伯ＩＣ～県境までの工事延長は、約３０kmです。
この区間に、１４個のトンネルと２１個の橋があります。
黒色が完成している構造物で、赤色が工事中の構造物です。
６月末現在の工事進捗率は約５９％です。

工事進捗率　約５９％
H23.6月末時点

※工事延長に対する工事着手延長
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